
市民の皆様の声と現場の課題に向き合いながら、
議会で提案してきた取り組みが少しずつ形になり、

一つひとつの積み重ねが
確かな前進につながっています。

定例会 一般質問
この1年間の定例会すべてに登壇しました

質問の詳細は各定例会の動画をご覧ください

市長施政方針について

行政組織について

全ての子ども達が、地域で育つ社会へ。
医療的ケア児の公立保育所受入れ開始

任期開始後から訴え続けていた、公立保育所での受け入れ
が開始。インクルーシブな地域づくりが前進。

届ける支援から、寄り添う支援へ。
不登校支援の強化

“使える支援”が、現場を変える。
特別支援教育（サポートブック改善）

幼児教育・保育の充実について
フレイル予防・介護予防の推進について

不登校児童生徒への支援について 特別支援教育について

子どもたちの挑戦を、地域で支える。
部活動地域移行（コーディネーター配置）

一般質問等においてコーディネーター配置を提言し、専属のコーディネー
ターが生涯学習スポーツ課内へ配置決定。地域で支える体制強化へ。

地域移行に向けての現状等に
ついて
部活動地域移行の円滑な
実現に向けた取り組みと
体育施設無償化について

やりたいを、あきらめない環境へ。
子どもたちの体育施設個人利用無償化へ

市内小中学生の体育施設個人利用が無償化。子どもたちの
挑戦を、家庭だけでなく地域全体で支える仕組みが動き出す。

部活動地域移行について

市長施政方針について 行政サービスの充実について
市観光行事等の
持続性について

未来へつなぐ、一人ひとりの想い。
協力金の導入（松明あかし）

協力金導入により、伝統行事を支える新たな仕組みづくりを提言。

スクールソーシャルワーカーの充実とアウト
リーチ支援充実を提言し、支援体制強化へ。

サポートブックがA4サイズへ改善され、
現場での活用性と連携が向上。

釈迦堂川花火大会について
松明あかしについて

生涯学習スポーツ課の
位置付けと市民交流
センターの運営について
市民サービスセンターと
コミュニティセンターの
位置付けについて

令和8年
4月から
開始！

令和8年
4月から
開始！

令和8年
4月完成

子どもたちや若者の声が、まちを動かす。

子どもたちや若者の声を市政へ
（ティーンズ会議拡充）

意見を反映する場が拡充され、次世代の声が
政策につながる仕組みの強化へ。

若者世代の現状と就職支援について
子育て支援と若者の声について

若者世代が地元で暮らし、働き、
子育てできるまちづくりについて

福祉の仕事を“選ばれる仕事”に。
介護人材確保のための魅力発信

魅力発信の取り組み充実を提言し、人材確保に
向けた環境づくりが前進。

介護人材の現状と確保について
介護人材の定着について

守られるだけでなく、守れる地域へ。
権利擁護 （成年後見・虐待対応）

現場で活用できるアセスメントシートの共有を
提言し、支援の質向上と早期対応へ。

認知症でも、ここで暮らし続けられるまちへ。
認知症支援条例制定に向けて

条例制定に向けた動きがスタート。地域で支える仕組み
づくりが前進。

権利擁護について
高齢者虐待・障がい者虐待について
成年後見制度利用促進について

認知症支援条例制定について

ハラスメント対策と
女性活躍推進について

介護人材不足への対応と
持続可能な地域福祉の構築について

市の財政状況について
見える市政は、信頼される市政。
財政の見える化を提言

人とまちをつなぐ拠点（駅）へ

分かりやすい情報公開を推進し、市民の不安
軽減と納得感ある行政運営を求めた。

駅はまちの顔。利便性と魅力を高める拠点へ。
西口・東口の一体的な整備と安全安心機能(交番)の充実を提言。あわせて旧第1駐車
場の暫定活用として、マルシェやキッチンカーによるにぎわい創出を提案し、さらに3D
プリンター建築など先進技術の活用で利便性と発信力の向上を求めた。

財政に関する現状評価について
行財政改革の取り組みについて

須賀川駅周辺整備に
ついて

令和７年６月定例会  一般質問 動画はこちらから▶

令和７年３月定例会  一般質問 動画はこちらから▶

令和７年９月定例会  一般質問 動画はこちらから▶

令和７年12月定例会  一般質問 動画はこちらから▶

令和８年３月定例会  一般質問 動画はこちらから▶




